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１．

⑴

⑵

⑶

連絡先

⑷

⑸

単位 2023年度

売上高 百万円 685

従員数 人 37

本社
床面積 ㎡ 150

鳥栖事務所
床面積 ㎡ 400

2019年度

987

37

150

400

2022年度

828

37

150

400

2021年度

891

35

150

400

2020年度

907

37

150

400

（事業年度：9月　～　翌年8月）

資本金　1600万円

宮崎県知事許可 第04500000435号 産業廃棄物収集運搬業

福岡県知事許可 第04020000435号 産業廃棄物処分業

佐賀県知事許可 第04123000435号 産業廃棄物処分業

事業の規模

１）建築工事業      　２）産業廃棄物収集運搬・処分業

（対象活動） 3）一般廃棄物収集運搬業

Eメール           webmaster@sakemi-kensetsu.com

事業の概要

福岡県知事許可 第59075号(一般-２９)建築工事業

長崎県知事許可 第04200000435号 産業廃棄物収集運搬業

大分県知事許可 第04407000435号 産業廃棄物収集運搬業

久留米市許可　 第1027号 一般廃棄物収集運搬業

福岡県知事許可 第04000000435号 産業廃棄物収集運搬業

佐賀県知事許可 第04113000435号 産業廃棄物収集運搬業

1

熊本県知事許可 第04305000435号 産業廃棄物収集運搬業

(対象事業所) 鳥栖事務所 佐賀県鳥栖市江島町3126-4

鳥栖工場

八女工場

佐賀県鳥栖市江島町字西谷3256-109

福岡県八女市今福字寺の西1034-4

環境管理責任者 総務部　　　　前田　加代子

電話　　　　　０９４２-８１-４９５６

ファックス　　０９４２-８１-５１２８

組織の概要

事業所名 酒見建設株式会社

URL　             http://www.sakemi-kensetsu.com

代表者氏名 代表取締役　　酒見　誠

所在地 本　社 福岡県久留米市長門石１丁目11番3号



⑹

　

燃殻 廃プラス
チック類

紙屑 木くず
繊維
くず

ゴム
くず

金属
くず

ガラス
等

がれき
類

石膏
ボード

福岡県 第04000000435号 令和1年7月4日 令和6年7月3日 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
佐賀県 第04113000435号 令和4年12月21日 令和9年12月20日 有 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
長崎県  第04200000435号 平成30年11月25日 令和5年11月4日 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大分県  第04407000435号 令和5年8月4日 令和10年8月3日 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
宮崎県 第04500000435号 平成30年11月28日 令和5年11月27日 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
熊本県 第04305000435号 令和5年6月5日 令和10年5月11日 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

福岡県 第04020000435号
破砕・選別・圧縮梱包

平成30年10月21日 令和5年10月20日 × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○
佐賀県 第04123000435号

選別・破砕
令和1年8月12日 令和6年8月11日 × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

久留米市 第1027号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

従業員数

1

25

7

4八女工場 福岡県八女市今福字寺の西1034-4 6,746.96㎡

2023年度実績
産業廃棄物収集運搬量 25,652ｔ　（事業者の直接処分場持込量を含めると30,887ｔ）

産業廃棄物処理量 鳥栖工場：16,814ｔ　八女工場：14,073ｔ　　計：30,887ｔ
一般廃棄物収集運搬量 233　ｔ

2

鳥栖事務所 佐賀県鳥栖市江島町3126-4 400㎡

鳥栖工場 佐賀県鳥栖市江島町字西谷3256-109 17,175㎡

売上高　　　　　

事業所名 所在地 敷地面積/床面積

本社 福岡県久留米市長門石町1丁目11番3号 150.8㎡

取り扱い品目

許可内容
産業廃棄物収集運搬業

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
菅

廃棄物種類

産業廃棄物処分業

一般廃棄物収集運搬業
燃やせるｺﾞﾐ、空ｶﾝ、空ﾋﾞﾝ、及びﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、事業系一般廃棄物に限る

6.85億円

環境管理責任者　前田加代子

EA２１事務局
前田加代子

プラント部工場長
部門長：高田　勝

工事部門
部門長：山口益夫

八女処分場
工場長
山本洋

鳥栖処分場
工場長
高田勝

庶務部門
酒見薫

収集運搬課
小川亮

建設現場
山口益夫

建設現場
古賀久貴

法人設立年月日　　
昭和52年9月12日　酒見建設有限会社設立
平成3年12月19日　酒見建設株式会社に組織変更

資本金　　　　　 1,600万円

代表取締役　酒見　誠 従業員数37名ＥＡ21委員会
酒見　誠

前田加代子

対象組織



(7)

(８)

(９)

１０ｔコンテナダンプ 1台 ２ｔアームロール 2台 １．５平
２ｔダンプ 1台 ４tアームロール 2台 ２ｔ平
３ｔダンプ 1台 ２ｔパッカー 1台 軽トラック
２ｔユニック 1台 ４tヒアブ 1台 平
３ｔユニック 8台

２ⅿ3

所有車両数

3

1台

屋外（蓋付ドラム缶）金属及びｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず
（水銀使用製品産業廃棄物含む）

３２ⅿ3

2台
１台
1台

計：２３台

積替保管施設

産業廃棄物の種類
廃プラスチック
（石綿含有産業廃棄物含む）
ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物含む）
がれき類
（石綿含有産業廃棄物含む）

所　　在　　地 　　　鳥栖市江島町３２５６番１１１、１１２

保　管　上　限

４ⅿ3

面　積 備　考

屋外（フレコンバッグ）

４ⅿ3

２２ⅿ3

屋外（フレコンバッグ）

屋外（フレコンバッグ）

４．２６ｔ　/　日 がれき類

圧縮梱包施設

１０７ｔ　/　日 廃プラスチック類

１１２ｔ　/　日 紙くず

９３．４ｔ　/　日 繊維くず

３０．５ｔ　/　日 金属くず

７４．８ｔ　/　日 ガラスくず等

破砕施設

３．３４ｔ　/　日 廃プラスチック類

・八女工場

施設名 処理能力 処理品目

選別施設 ５８．１ｔ　/　日 紙くず・ガラスくず等（廃石膏に限る）

４．２５ｔ　/　日 ゴムくず

４．３２ｔ　/　日 ガラスくず等

５．０９ｔ　/　日 紙くず

４．２４ｔ　/　日 木くず

４．８０ｔ　/　日 繊維くず

処理施設の内容

・鳥栖工場

施設名 処理能力 処理品目

選別施設 ９２３m3　/　日
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず及び
ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず及びがれき類　　　  以上８品目

破砕施設

　２５６ｔ　/　日 ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず及びがれき類

８０．８ｔ　/　日 ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず

　５．６ｔ　/　日 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず

５０．６ｔ　/　日 木くず



セメント加工燃料

ボイラー燃料

ダンボール

雑誌類

書類等

廃石膏ボード 破砕処理 異物（金属）除去 異物（紙）除去 石膏粉

金属くず 自社粉砕処理

圧縮古紙

金属くず

アルミ

軟質系プラ

硬質系プラ

選別不可廃棄物 安定型埋立

ガラスくず 破砕処理 再生砂

陶磁器

瓦類 破砕不可 安定型埋立

たたみ 選別・破砕処理

その他繊維くず 選別処理

破砕処理 土木資材（再生）

破砕不可 安定型埋立

ゴムくず 安定型埋立

4

廃棄物処理フロー

木くず 金属等の異物除去 破砕

紙くず
再生紙原料として

売却

自社破砕処理
セメント原料

金属くず 自社選別処理 製鉄原料

廃プラ 自社選別処理

繊維くず セメント原料

がれき類

ガラス陶磁器 自社選別処理

自社処理



（ １ ）
（ ２ ）
（ ３ ）
（ ４ ）
（ ５ ）

の適正化により地域密着した事業活動を行う。
（ ６ ） 建設業のノウハウを蓄積し、施工改善や発注者への積極的提案を行う。
（ ７ ） 人材確保と技術ノウハウの継承により継続的事業発展に取り組む。

制定日：2015 年  8月 　2 日

改定日：2021 年 11月 20日

代表取締役　　　　　酒見　誠

２．当社の事業活動に関する環境関連法規を遵守し、環境汚染防止や環境保全
　　を積極的に推進する。

３．地域に根差した企業として、定期的に安全・環境パトロールを継続して
        実施する事により、環境負荷に対する改善意識の維持向上に努める。

5

２．環境経営方針

【環境理念】
　　酒見建設株式会社は、建設業及び産業廃棄物収集運搬・処分業の事業活動を通じ
　「資源循環型社会形成への貢献」を目指す事を目的に、全従業員が一丸となって
　　地球環境を守るために環境保全に幅広く取り組む事を推進する。

【行動指針】
１．事業活動における環境への負荷を削減するために以下の取り組みを継続的に行う。

酒見建設株式会社

電力・燃料使用に伴う二酸化炭素排出量の削減
建設廃棄物排出量の削減(建設リサイクル推進)
水使用量の削減
グリーン購入の推進
受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境負荷の低減及び処理

４．環境経営活動レポートを作成し、環境活動の取り組み状況を公表する。



単位 該当事業所
２０２０年度
実績（基準）

4 鳥栖工場
八女工場

計画を実行

7 全社

8 建設現場 適正管理

6

環 境 経 営 目 標　（環境目標2023年度）

環境目標 2023年度
2022年9月～2023年8月

2024年度
2023年9月～2024年8月

2025年度
2024年9月～2025年8月

1 二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 全社 588,903 571,236 565,347 559,458

電気使用量の削減 kWh 本社
鳥栖事務所

32,092 31,129 30,808

208

⑵
ガソリン使用量の削減
　(本社・鳥栖事務所

L 左記参照 11,638 11,289 11,172 11,056

電気使用量の削減 kWh 建設現場 219 212 210

⑴

30,487

電気使用量の削減 kWh 鳥栖工場
八女工場

127,025 123,214 121,944 120,674

48,936 48,431 47,927

産業廃棄物排出量把握 産業廃棄物排出量把握 産業廃棄物排出量把握

建設リサイクル率
90％以上

建設リサイクル率
90％以上

25,400 25,139 24,877

199

2,0752,097

104,177

建設リサイクル率
90％以上

⑷ LPガス使用量の削減 ㎥ 全社 210 204 202

⑶

軽油使用量の削減 L 八女工場 26,186

105,274

軽油使用量の削減 L

軽油使用量の削減 L 本社
鳥栖事務所

109,660 106,370

鳥栖工場 50,449

6 地域貢献活動の継続

2

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 本社
鳥栖事務所

2,185 2,119

全社 毎月1回 毎月1回

産業廃棄物排出量把握と削減の為
建設リサイクルの推進（2022年度より目標）

産業廃棄物排出量の把握（2022年度より目標） 建設現場

建設リサイクル率90％以上
                                      （2022年度より目標）

％ 建設現場

建設現場

219 217

受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境負
荷の低減及び処理の適正化

計画を実行 計画を実行 計画を実行

3

グリーン購入に配慮 グリーン購入に配慮5 グリーン購入の推進 全社 グリーン購入に配慮 グリーン購入に配慮

水使用量の削減 ｍ３ 全社 228 221

毎月1回 毎月1回

人材確保と建設及び廃棄物処理技術の継承
                                          （2022年度より目標）

福祉の改善、社員教育及び研修等
による資格取得や技術力向上

福祉の改善、社員教育及び研修等に
よる資格取得や技術力向上

福祉の改善、社員教育及び研修等に
よる資格取得や技術力向上

化学物質の適正管理 適正管理 適正管理 適正管理



４．環 境 経 営 活 動 計 画

4-1 二酸化炭素排出量削減のための取組

　　　　(1)電気使用量の削減
① (担当者:梅野）
② (担当者:梅野）
③ (担当者:梅野）
④ (担当者:梅野）

(担当者:梅野）

　　　　(2)ガソリン使用量の削減
① (担当者:渡部)
② (担当者:渡部)
③ (担当者:渡部)
④ (担当者:渡部)
⑤ (担当者:渡部)
⑥ (担当者:渡部)
⑦ (担当者:渡部)

⑶ 軽油使用量の削減 (担当者:渡部)
① (担当者:渡部)
② (担当者:渡部)
③ (担当者:渡部)
④ (担当者:渡部)
⑤ (担当者:渡部)
⑥ (担当者:渡部)
⑦

⑷ LPガス使用量の削減 (担当者:酒見)
① (担当者:酒見)

4-2 廃棄物排出量削減のための取組

　　　　(1)一般廃棄物排出量の削減
① (担当者:前田)
② (担当者:前田)
③ (担当者:前田)

　　　　(2)産業廃棄物最終処分量の削減
① (担当者:古賀)
② (担当者:古賀)

4-3 水使用量の削減
① (担当者:前田)
② (担当者:前田)

4-4 受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境負荷の低減
① (担当者:酒見)
② (担当者:酒見)

4-5 グリーン購入の推進
① (担当者:酒見)
② (担当者:酒見)
③ (担当者:酒見)

4-6 地域貢献活動の推進
① (担当者:前田)
② (担当者:前田)

4-7 人材確保と建設及び廃棄物処理技術の継承
① 短時間、曜日指定雇用のアルバイト等人材の確保 (担当者:酒見)
② 研修の参加、免許取得の推進

4-8 化学物質の適正管理
① (担当者:古賀)

騒音、振動の低減
粉じん発生の低減

転用可能な資材の活用

漏水確認

不要な荷物は積まない
空気圧の適正確認チェック(1ヶ月1回)
暖気運転は3分以内
坂道のエンジンブレーキの使用
定期点検の実施

分別によるリサイクルの推進

エアコン設定温度を決め、実行する
使用していないパソコン電源を切る
昼休み時間の消灯
照明器具、空調器フイルターの定期な清掃

地域での環境活動、安全パトロールに積極的に参加する。

7

グリーン相当事務用品の調査購入
グリーン購入品相当資機材の購入
再生品利用率の把握

事務所周辺道路の美化活動

LPガス使用量の削減の実施

化学物質の適正管理を遵守する

アイドリングストップ
急発進・急加速・急減速の禁止
不要な荷物は積まない
空気圧の適正確認チェック(1ヶ月1回)

日常的な節水

ふんわりアクセルエコスタート
カーエアコンの適切な使用
早めのアクセルオフ

アイドリングストップ
急発進・急加速・急減速の禁止

分別によるリサイクルの推進
コピー用紙の両面使用
ミスプリントの低減



５．環境経営目標の実績

　※目標達成率は目標値/実績値に100を掛けて算出した。

マーク 関連事項
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SDGs活動との関連

エネルギー使用削減と
太陽光発電による再生
可能エネルギー利用

建設材リサイクル
廃棄物適正処理

受託廃棄物適正処理リ
サイクル向上

全社

人材確保と建設及び廃棄物処理技術の継承 - 〇 100%

全社

計画を実施 計画を実施

(軽油使用量の削減)
L 109,660

全社

462%

建設リサイクル率90％以上
％

本社・鳥栖事務所

地域貢献活動の継続

全社

〇 100%

2020度実績（基準値）
（2019年9月～2020年8月）

2023年度実績値
(2022年9月～2023年8月)

目標達成判定
2023年度目標値

（2%削減）

- 毎月1回 毎月1回毎月1回

-
グリーン購入に

配慮する。
グリーン購入に

配慮して購入実施

建設現場

(軽油使用量の削減)
L 50,449 〇 109%

(軽油使用量の削減)

〇 115%

134%

鳥栖工場・八女工場

水使用量の削減
㎥ × 88%

グリーン購入に
配慮する。

(電気使用量の削減)
ｋWh

228

117%25400

219

〇

× 54%

L 26,186 〇21771

(電気使用量の削減)
ｋWh

※100％以上〇　　90～100％未満△　　90％以下×

受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における
環境負荷の低減 - 低減実施 低減実施 〇 100%

〇 100%グリーン購入の推進

化学物質の適正管理 - 適正管理の実施 適正管理の実施 適正管理の実施 〇 100%

(LPガス使用量の削減)
㎏ 210 〇 255%

全社

2119 459

建設ﾘｻｲｸﾙ率90％以上 90

221 250

〇 103%

一般廃棄物排出量の削減
ｋg 2,185 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥栖工場・八女工場：ＩＤＥＸ2017年度排出係数0.517㎏-CO₂/kwhを使用。

目　標 単位

〇

142%(ガソリン使用量の削減)
L

24380

123214 107604

31129 128%電気使用量の削減
ｋWh 32,092 〇

目標
達成率

二酸化炭素排出量削減
ｋg-CO2 588,903 ○ 123%571236

127,025

地域貢献
処分場視察受入れ
古紙回収受入れ

教育資格取得
:建築及び廃棄物処理
ノウハウ蓄積と教育

　※使用電力の二酸化炭素排出量　本社・鳥栖事務所：九州電力2017年度実排出係数0.463㎏-CO2/kwhを使用。

204 80

212 396

11289 7924

106370 79587

48936 45043

本社・鳥栖事務所

全社

鳥栖工場・八女工場

建設現場

本社・鳥栖事務所・建設現場

本社・鳥栖事務所

全社

鳥栖工場

八女工場

463441

11,638



　＊＊＊　鳥栖工場周辺の美化作業　＊＊＊　
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2022年12月29日



６．環境経営目標及び環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度取組内容

6-1 二酸化炭素排出量の削減

LPガスの使用量削減については、八女工場のリフト燃料補給がなかった為大幅に減少した。

6-2 一般廃棄物排出量の削減

次年度より目標を見直す必要がある。

6-2 建設廃棄物リサイクル率90％以上

6-3 水使用量の削減

本社の漏水があり未達となった。
再度、環境経営活動計画を常に念頭において全員で取り組んでいく。

6-4 受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境負荷の低減

6-5 グリーン購入の推進

6-6 地域貢献活動

6-7 人材確保と建設及び産業廃棄物処理技術の継承

職長・安全衛生責任者教育、足場組立て等特別教育、その他　研修参加。
中型・玉掛け・小型クレーン等免許取得。

6-8 化学物質の適正管理

次年度の取組内容

建築現場での電気使用量は受注・工事内容で増減するため目標を見直す必要がある。

一般廃棄物の削減は、一般の方の持込量を省いて集計した為大幅に減少した。

環境経営活動計画を常に念頭において、今後も環境負荷削減に取り組んでいく。

粉じんの発生・騒音・振動の低減を意識して作業出来た。

水使用量については、八女工場の埃・砂等の飛散防止の散水量の増加と

建設廃棄物最終処分の削減を意識して、目標を達成できた。

二酸化炭素の排出量の削減は、周知していた為、目標を達成できた。
電気使用量の削減については、工場機械の稼動時間管理を行い空運転を極力少なくした。

エアコンの温度調整、照明の無駄な点灯に気を付け電気使用量も目標は到達できた。
ガソリン使用量の削減については、エコドライブを徹していた為、ガソリン使用量・軽油使用量は
目標達成できた。今後もエコドライブを徹底を進める。
今後もアイドリングストップ運動実施を徹底していく。
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 今回は、紙ファイルやプラスティック製品をグリーン購入品を購入することを推進している。

目標は達成出来た。今後も地域の安全パトロール等に積極的に参加する。

短時間、曜日指定のアルバイト等の雇用により、総体的に従業員増加。

目標は達成出来た。今後も適正管理を徹底する。



　　７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況
一般廃棄物委託基準の遵守 適正
収集運搬業許可 適正
許可更新 適正
収集運搬処理基準 適正
再委託禁止 適正
帳簿の記録 適正
記録の保存 適正
名義貸しの禁止 適正
産業廃棄物処理の義務 適正
処理基準の遵守 適正
保管基準の遵守 適正
産業廃棄物の保管、保管の届出 適正
許可業者への委託 適正
委託基準の遵守 適正
排出者責任、多量排出事業者の義務 適正
管理票（マニフェスト票)の交付 適正
管理票（マニフェスト票)の写しの保存期間 適正
管理票（マニフェスト票)に関する知事への定期報告 適正
管理票（マニフェスト票)の写しの送付を受けるまでの期間 適正
建設廃棄物の処理責任 適正
下請負人による産業廃棄物の運搬に係る例外 適正
許可申請 適正
産業廃棄物の収集、運搬、処分等の基準 適正
処理困難通知　 該当なし
困難通知保存 適正
再委託禁止 適正
再委託基準 該当なし
帳簿記載、保存 適正
名義貸しの禁止 適正
変更の許可 適正
産業廃棄物処理施設の定期検査 適正
産業廃棄物処理施設の維持管理 適正
技術管理者の設置 適正
事故時の措置　 該当なし
投棄禁止 適正
焼却禁止 適正
建設工事に伴い生ずる廃棄物の処理に関する例外 適正
建設業等を営む者の責務 適正

適正
対象建設工事の届出等 適正
建設工事の規模に関する基準 適正

建設工事に係る資材の
再資源化等に関する法律

(建設リサイクル法)

　　　　
環境関連法規 要求事項

廃棄物の処理及び清掃に関
する法律
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対象4品目のリサイクル取組



第１種特定製品の管理者の判断基準 適正
フロン類算定漏洩量等の報告 適正
第１種特定製品の管理者の判断基準 適正
フロン類算定漏洩量等の報告 適正
第１種特定製品廃棄実施者の引渡義務 適正
特定解体工事請負業者の確認及び説明 適正
委託確認書交付 適正
書面の保存 適正
引き取り証明書保存 適正
引き取り証明書の未受領・虚偽記載に関する報告 適正
フロン回収等の料金支払い 適正
特定建設作業の事前届出 該当なし

　 規制基準の遵守 適正
特定施設設置の届出 適正
規制基準の遵守 適正
特定建設作業の事前届出 該当なし
規制基準の遵守 適正
特定施設設置の届出 適正
規制基準の遵守 適正
使用の制限 適正
適応除外 適正
特定特殊自動車を業として使用する者が守るべき指針 適正
自動車の所有者の責務 適正
使用済み自動車の引き渡し義務 適正
再資源化預託金等の預託義務 適正
事業者及び消費者の責務 適正
料金の徴収 該当なし
届出義務 適正
掲示板 適正
指定数量未満の危険物貯蔵及び取扱基準 適正
設置届出 適正
設置後等の水質検査 適正
保守点検 適正
清掃 適正
浄化槽管理者の義務 適正
定期検査 適正
廃水銀等処理 適正
硫化・固形化 該当なし
廃水銀等の処理　　最終処分 該当なし
電気事業法施工 適正

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。
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ﾌﾛﾝ類の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律
(フロン排出抑制法)

騒音規制法

特定特殊自動車排出ガスの規制
等に関する法律
(オフロード法)

使用済み自動車の再資源化
等に関する法律

（自動車リサイクル法）

振動規制法

消防法少量危険物対応

浄化槽法

廃棄物処理法
（廃水銀等処理）

電気事業法

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）



　　　　　　以上
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8-3.見直しの結果

８．代表者による全体評価と見直しの結果

8-1.今回の取組の評価結果

◇環境経営目標の達成状況について

　環境活動を意識することにより、目標達成に近づき、今後のコスト削減を全社で気を付けるようになった。

◇環境経営活動計画の実施及び運用結果について

　しっかり計画し、その計画通りに進めることでエネルギー削減を全社で意識することができた、今後もこの取
り組みを続けていくことで社内的にも、社外的にも環境保全に努めることができると自信をもてる。

◇環境関連法規の遵守状況について

　社内的にも、前々より意識はしていたが、この取り組みによってより明確になり全社員がもっと意識するよう
になった。

◇外部からの環境に関する苦情や要望等の結果について

　特に苦情はなかった。

◇実施体制について

  毎年見直し評価を実施する｡　今年度は体制変更の必要はなかった。

8-2.環境経営システムの評価結果

環境経営方針に従うことにより、全社員がそれに沿った環境目標を設定したことを意識することを明確にでき
た、その目標達成の為に環境活動計画を立案し、実施してその評価をすることによりCO2削減を社内的にも、社
外的にも意識することができた。
役割分担もより明確になり、社員全員で環境負荷削減に取組むことを再意識することができ、今後も実施してい
くこととする。

環境経営方針、環境経営目標、及び環境経営システムについてほぼ目標通りに進められた。
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